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文序

仙台市は政令指定都市移行後、民間の開発件数はもとより、都市基盤整備に関わる

事業が増大してきております。中でも代表的なものは公共施設建設、道路網整備、土

地区画整理等の事業であるといえます。こうした事業の陰にあっては、少なからず遺

跡が失われていることも否めない事実であります。

当教育委員会は、こうして失われてゆく遺跡を少しでも開発の手から守り、やむを

えず開発から逃れられない場合は発掘調査を実施しています。そして、遺跡を記録保

存し、その歴史的価値を明らかにすると共にそれを後世に伝えていく努力をしており

ます。

本書はこうした調査成果をまとめたもので、太白区役所建設に伴う埋設雨水管工事

に関わる富沢遺跡第49次、県道泉―塩竃線拡幅工事に伴う東光寺遺跡第 3次、無線中

継基地建設に伴う青葉山A遺跡の発掘調査成果を報告するものであります。

最後に、遺跡の発掘調査や報告書作成等に当たりまして、多くの方々のご協力やご

助言を頂きました。ここに深甚なる感謝を申し上げましてご挨拶と致します。

平成 2年 3月

仙台市教育委員会

教育長 藤 井 黎



目    次

富沢遺跡第49次……………………………………………………………………………………………… 1～ 18

東光寺遺跡第 3次…………………………………・………………………………………………Ⅲ………19～26

青葉山A遺跡…………………………………………………………………………………………………27～ 42

例     言
1。 本書は、昭和63年度・平成元年度事業に係わる富沢遺跡第49次、東光寺遺跡第 3次、青葉

山A遺跡発掘調査報告書であり、すでに公表された広報紙等に優先するものである。

2.報告書刊行のための遺物整理は、文化財課調査第二係 佐藤甲二・金森安孝・荒井 格・

佐藤 淳が担当し、本書の編集は佐藤甲二が行った。
3.関連科学については、プラント。オパール分析を古環境研究所、地形を豊島正幸氏 (東北

農業試験場)に依頼した。

4。 本文の執筆分担は下記のとうりである。

古環境研究所 :富沢遺跡第49次……………………………………………… …………… …… … …Ⅵ

豊 島 正 幸 :青葉山A遺跡―…………………… …………… ……… ……… … …………………Ⅵ

佐 藤 甲 二 :富沢遺跡第49次……………………………………………… ……………………… I～ V

金 森 安 孝 :東光寺遺跡第 3次…………………………… …………… ………… …………I～Ⅳ

佐 藤   隆 :青葉山A遺跡…… …………… …………… ………………………………………… …I

荒 井   格 :青葉山A遺跡…… … … … … … …… … … … … … ……I・Ⅳ・V

佐 藤   淳 :青葉山A遺跡………………… … …… ……… …… ……………… ………………Ⅲ

5.発掘調査および報告書作成にあたり、下記の方 ・々機関より御助言・御協力を賜わった。

記して感謝の意を表する。

須藤隆 豊島正幸 梶原洋 佐久間光平 会田容弘 大場拓俊 山田しょう

東北大学考古学研究室 東北大学埋蔵文化財調査委員会 青葉造園

凡     例

1,本報告書中の上色については「新版標準土色帳」 (小山・竹原 :1973)を使用した。

2.本書に使用した建設省国土地理院発行の地形図は、図中に示した。

3.図中、本文中使用の方位の北lNlは、全て真耳ヒである。

4.土器で中心線が 1点鎖線のものは、図上復元実測図である。



宮 沢 遺 跡 第 49次



次目

I。 富沢遺跡について…………………………………………………………… ……………… ………………………… ……… 3

Ⅱ。調査に至る経過………………………………………………………………………………………………………………… ……… 3

Ⅲ.調 査 方 法……… …… …… Ⅲ… …… …… …… …… …… …… ……… ……… …… ……… 4

Ⅳ。調 査 結 果……… …… ……・… …Ⅲ… ………… ………… … … … … … … … 4

1.基本層序………………………………………………………………………………………………………………………………………4

2.配 3地点……… … … … … … … … …… … … … … … … … … … … … … … … … 5

3.配 5地点……… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …8

4.配 7地点……… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …8

V.ま   と  め………Ⅲ…Ⅲ……・…………………………………………Ⅲ………………………8

Ⅵ.仙台市富沢遺跡 (第49次調査)におけるプラント・ オパール分析………………………………… …12

調 査 要 項

遺 跡 名

所 在 地

調査目的

原 因 者

調査期間

調査主体

調査担当

担当職員

調査・整理

富沢遺跡 (仙台市文化財登録番号 :C-301)

仙台市太白区長町南三丁目

長町南三丁目地区雨水渠工事に伴う事前調査

仙台市下水道局建設部

昭和63年 10月 7日 ～10月 28日 (実働12日 間)

仙台市教育委員会

仙台市教育委員会文化財課調査係

佐藤甲二

参加者 :石垣 絹子  鬼沢 悦子  菅井 清子  山田 貞子

我妻美代子  原田由美子  青山 諒子



富沢遺跡第49次

I.宮沢遺跡について

富沢遺跡は仙台市西部の仙台市太白区長町南・ 富沢・ 泉崎他に所在する。遺跡は名取川と広

瀬川に挟まれた沖積地 (郡山低地)の西に位置する。遺跡は主に低平で湿潤な後背湿地を中心

とし、西方を丘陵地、他の三方を自然堤防によって囲まれている。なお、遺跡内西側中央部に

は、西方丘陵部から東へ延びる微高地が広がっている。遺跡の総面積は約82h aで、標高は 9

～16mである。現在まで57次に渡る調査が実施され、弥生時代から近代までの各時代・各時期

の水田跡が検出されている。これら各時代・ 各時期の水田跡は、一地点で重層し検出される。

また、水田跡以外には中世の居住域や縄文時代 。後期旧石器時代の遺物・遺構も検出されてい

る。

なお、富沢遺跡の歴史的環境及び地形と地質に関しては、富沢遺跡第15次発掘調査報告書 (斎

野・ 豊島 :1987)に詳しい記載があるので、これを参照されたい。

I。 調査に至る経過

富沢遺跡第49次調査は、太白区役所建設に伴う埋設雨水管に係わる調査であった。埋設地点

は、富沢遺跡の北東部にあたり、区役所 (第28次調査区)の南側の道路 (第 2図配 1地点から

配 4地点まで)と その東側に南北に走る仙台市都市計画道路川内・柳生線 (第 2図配 3地点か

第 1図 宮沢遺跡位置図 (国土地理院発行 1:50,000仙台



ら配 8地点まで)部分で、延べ450

mにわたる。この雨水管工事による

掘削は幅1.5m、 深さ2m以上のも

ので、しかも、使用道路内における

工事であった。このため仙台市教育

委員会では、平面的調査は困難と判

断し、土層断面観察を主眼とする調

査とした。

Ⅲ.調査方法

雨水管の起点・終結・連結部分及

びその間の数箇所に合計 8地点の調

査区を設けた (配 1～配 8地点 )。

血 1・ 2地点は、太白区役所南側道

路部分の北側、配 3～ 8地点は区役

所東側仙台市都市計画道路川内・柳

生線の中央分離帯部分に位置する。

配 1・ 2・ 4地点間の距離はそれぞ

れ約70m、 また、配 3～ 8地点間の

距離は約50070・ 50・ 70。 60mであ

る。調査区の内、配 1・ 204・ 6・ 8地点は長さ2m程の調査区で、土層柱状図採取を主と

する調査とした。また、配 3・ 5・ 7地点は、長さ10m前後の調査区を設け、水田跡畦畔の把

握・壁面上層の図化・ イネのプラント●オパール分析試料の採取を主とする調査とした。なお、

この 3地点の調査区は、各ポイント (P.A～P.H)の 平面直角座標系Xにおける座標値を

計測し、遺跡内での正確な位置を把握している (第 4図 1～ 3)。

Ⅳ。調査結果

1.基本層序 (第 1表・ 第 3図)               .
8地点とも同一層位を以て表すことが可能であった。 1層から13層までの27層が確認された

が、これら各層が全て揃っている地点はなく、各地点ごとに数層を欠落する。この内、 1・ 2

0                             500m

第 2図 調査区位置図



富沢遺跡第49次

・ 3a。 7・ 8b。 10a・ 10c・ 12a・ 12b・ 13層の各層は、全地点あるいは 1地点を除く全

地点で認められる分布域の広い層である。これに反 して、 3c・ 8c層の両層は 1地点のみに

限られる分布域の狭い層である。

これら各層は、 1～ 5b層 までが粘土層、 6層以下は粘土と泥灰の互層を基本とする泥炭質

粘土層であるが、配 6地点より南になると6層以下も粘土分を多量に合むようになり、配 8地

点では全て粘土層となる。

現代のものを除く明確な水田土壌は 9a・ 10b・ 10d・ H層の各層で、これらの母材となる

層はそれぞれ 9b。 10c e10e・ 12a層である。また、 2・ 3a・ 3b・ 3c・ 4a・ 4b・

4c・ 5a・ 5b・ 6b・ 8c層の各層は、下面の起伏状況が顕著なこと、層の下部に下層ブ

ロックを巻き上げること、加えてイネのプラント・ オパール分析結果などから水田土壌の可能

性が強い。なお、以上各層の下面には、鉄分の集積層は認められない。

遺物出土層は認められなかったが、 3・ 4a・ 4b層からは、10世紀前半に降下したと考え

られる灰白色火山灰が検出されている (白鳥 :1980,庄子・ 山田 :1980)。 これらの火山灰は、

本来 4b層上面に乗っていたものが後の 4a・ 3層の撹乱により4a・ 3層中に巻き上げられ

たものである。

全体的な層の傾きは、東西方向である配 1・ 2・ 4地点では、東方への極 く緩やかな下 り傾

斜 (13層の勾配率0.33%)、 南北方向である配 3～ 8地点では、南方への極 く緩やかな下 り傾

斜 (No 7地点までの13層の勾配率0.33%)を示す。ただし、南北方向のものは一律の傾斜では

なく、上層は配 6地点、下層は配 8地点でやや高くなり、その間に起伏があることが認められ

る (第 3図 )。

なお、これら各層は、配 1・ 2地点北側に隣接する第28次調査区 (第 2図 )の基本層序と明

確な層位の対応関係が認められた (第 1表 )。

2.Nα 3地点 (第 4図 1,第 5図 1)
。当地点では、 4bec層 がなく、 4a層 と5a層が直接接するが、同一地点で両層の盛 り上

が りが認められた。これらは対峙する西壁・東壁で確認されてお り、平面的確証はなかったも

のの畦畔と考えられる。

・ 9a・ 10b・ 10d・ 11層の 4期の弥生時代の水田跡が存在し、東壁・ 西壁状況より各期に伴

う畦畔らしきものが認められた。この内、最下層の11層水田跡では、畦畔とおばしき部分の直

下層12a層が擬似畦畔B(斎野 :1987)を形成してお り、ほぼ大畦畔と大過ないものと考える。

また、直上層の10d層水田跡も同一部分で盛 り上が りを示してお り、H層水田跡大畦畔を踏襲

した大畦畔と考えられる。ただし、H層水田跡とは異なりこの畦畔を境に南側では、非耕作域
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となっている。上層の10b・ 9a層水田跡も畦畔部分と考えられる盛 り上が りが各 1ケ 所づつ

認められたが、10b層水田跡のものは、上記H・ 10d層水田跡大畦畔よりやや南に位置し、 9

a層水田跡のものは、さらに南に位置する。また、 9a層水田跡も10d層水田跡と同様に、畦

畔推定部分から南が非耕作域となる可能性がある。

3.N&5地点 (第 4図 2,第 5図 2)
。西壁・東壁の状況より連続する4a・ 4c・ 5a層の同一地点で、畦畔と考えられる盛 り上

が りが認められた。その位置関係より4aec層 のものは、 5a層のものを踏襲 したものと考
えられる。壁面の崩落によりこれらを図化できなかったが、西壁のこれら畦畔推定部分中央の

平面直角座標系Xにおける座標値はX=-197.49571dn,Y=+4.2509血である。

。当地点では 8c層が確認されたが、この層の分布は当地点のみに限られる。水田土壌の可能

性がある層で、 8b層下面の比較的厚い灰白色粘上部分を撹拌したものと考えられ、所属年代
は直下層の 9a層水田跡と近似する可能性がある。

・ 明確な弥生時代の水田跡は、配 3地′ミと同一の 4期のものが検出されている。しかしながら、

畦畔らしきものは認められなかった。

4.NQ 7地点 (第 4図 3,第 5図 3)

・ 西壁 。東壁の状況より連続する 3c・ 4b・ 4c・ 5a層の同一地点で、畦畔と考えられる

盛 り上が りが認められた。その位置関係より4c層 より上層のものは、 5a層のものを踏襲 し

たものと考えられる。

・ 当地点では 3c層が確認されたが、・この層の分布は当地点のみに限られる。 3層 と4層 との

中間的な色調を呈する層で、上記のとお り水田土壌の可能性が極めて高い層である。

・ 弥生時代の水田跡は、H。 10d層の 2期のものが検出されているが、上層の10b層・ 9a層

水田跡耕作域は当地点まで延びて来ておらず、その母材の層となる10c層・ 9b層が認められ

るのみである。なお、H・ 10d層の両水田跡には、畦畔らしきものは認められなかった。

V。 ま と め

1.基本層序は 1～ 13層まで認められ、地点ごとに欠落層があるものの、各地点ともほば連続

した層位関係を示している。

2.全体的な層の傾きとしては、東西方向 (配 1・ 2・ 4)では東方、南北方向 (配 3～ 8)

では南方への極 く緩やかな下 り傾斜を示すが、南北方向のものは一律な傾斜ではなく、途中、
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起伏が認められる。

3.基本層序の内、H・ 10d・ 10b・ 9a層 の各層は、第28次調査区基本層序 (佐藤 :1988)

との対応関係より弥生時代の水田土壌であることが確認された。また、 8c・ 6b・ 5b・

5a・ 4c・ 4b・ 4a・ 3c・ 3b・ 3a・ 2層 の各層も層相及びイネのプラント。オ

パール分析結果などより水田土壌の可能性が高い。この内、 3b～ 5a層 までの各層は、対

時する壁面状況より畦畔と考えられる盛 り上が りが認められている。また、これら盛 り上が

りが確認された調査区 (配 3・ 5。 7地点)では、同一地点で重なってお り、 5a層段階の

位置・方向性を 3c層段階まで踏襲した可能性がある。

4。 第28次調査区基本層序との対応関係より各層の所属年代は第 1表のとお りである。ただし、

今回の調査によって第28次調査区 4層・ 5層の所属年代を

4層 ―平安時代以降、近世以前 → 平安時代 (灰白色火山灰降下以降)

5層 …平安時代 → 平安時代 (灰白色火山灰降下前)以前

に変更・修正した。第28次調査区調査段階では、 5層中に灰白色火山灰が含まれると認識し

ていたが、今回の調査によって 5層対応層である5a層には全く灰白色火山灰が含まれない

こと、さらに、 4層対応層である4a層 との間に 4b・ 4c層の 2層が介在することが判切

した。第28次調査区ではこのように 4・ 5層の把握が不十分であったために遺物の取 り上げ

を含めた層離面の見誤 り、すなわち、 4層の下部を 5層に含めた公算が甚だ強いことより、

上記のような所属年代の変更・修正を加えた。

5。 明確な弥生時代の水田跡は 4期検出された。南北方向におけるこれら各期の耕作域は、上

層の 2期のもの (10b層・ 9a層水田跡)は、配 3地点から配 5地点まで広がるものの、配

6地点以南へは延びて行かない。これに対して、下層の 2期のもの (H層・ 10d層水田跡 )

は南方の血 7地点まで延びてお り、上層の 2期のものとの水田域の違いを示している。
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Ⅵ.仙台市宮沢遺跡(第49次調査)におけるプラント・オパール分析

1. は じめに

この調査は、プラント・ オパール分析を用いて、

検証および探査を試みたものである。以下に、プラ

古環境研究所

富沢遺跡 (第49次調査)における稲作跡の

ント・ オパール分析調査の結果を報告する。

2.試料

試料は、遺跡調査の担当者によって容量50面の採土管およびフィルムケースを用いて採取さ

れ、当研究所に送られてきたものである。調査地点は、配 3,配 5,血 7の 3地点であり、試

料数は計45点である。

3.分析法
プラント・ オパールの抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法 (藤原,1976)」 をも

とに、次の手順で行った。

(1)試料土の絶乾 (105℃・ 24時間),仮比重測定

(2)試料土約 lgを秤量,ガラスビーズ添加 (直径約40μln,約 0.02g)

※電子分析天秤により1万分の lgの精度で秤量

(3)電気炉灰化法による脱有機物処理

(4)超音波による分散 (150W・ 26KHz・ 15分間)

(5)沈底法による微粒子 (20μm以下)除去,乾燥

(6)封入剤 (オイキット)中に分散,プ レパラート作成

0)検鏡・計数

同定は、機動細胞と酸体に由来するプラント・オパール (以下、プラント・ オパールと略す)

をおもな対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が300以上にな

るまで行った。これはほぼプンパラート1枚分の精査に相当する。試料 lgあたりのガラスビー

ズ個数に、計数されたプラント・ オパールとガラスビーズ個数の比率をかけて、試料 lg中の

プラント・ オパール個数を求めた。また、この値に試料の仮比重と各植物の換算係数 (機動細

胞珪酸体 1個あたりの植物体乾重,単位 :105g)をかけて、単位面積で層厚 l clllあたりの植

物体生産量を算出した。

換算係数は、イネは赤米, ヨシ属はヨン,タ ケ亜科はゴキダケの値を用いた。その値は、そ

れぞれ2.94(種実重は1.03),6.31,0.48で ある (杉山・藤原,1987)。
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4.分析結果
プラント・ オパール分析の結果を第 2表,第 3表および第 6図に示す。なお、稲作跡の検証

および探査が主目的であるため、同定および定量は、イネ,ヨ ン属,タ ケ亜科,ウ シクサ族 (ス

スキやチガヤなどが含まれる),キ ビ族 (ヒ エなどが含まれる)の主要な 5分類群に限定した。

5.考察

(1)水田跡の検証

水田跡 (稲作跡)の検証や探査を行 う場合、一般にイネのプラント・ オパールが試料 lgあ

た りおよそ5,000個 以上と高い密度で検出された場合に、稲作が行われていた可能性が高いと

判断している。ただし、富沢遺跡の場合は、これまでの調査の結果、プラント・ オパール密度

が3,000個/g程度の場合でも水田遺構が検出されていることから、判断基準となる数値を3,

000個/gと した。この判断基準に基づいて検討を行ない、各地点、各層位における稲作の可

能性を○,△ , ×の3段階に区分して第3表に示した。

土層断面の観察の結果、 3c層 , 4a層, 4b層, 4c層, 5a層, 9a層,10b層,10d

層の各層では周辺の調査成果並びに断面観察による畦畔の可能性より水田耕作土とされてい

た。分析の結果、これらのすべての層位でイネのプラント●オパールが検出され、その密度は

ほとんどの地点で3,000個/g以上と比較的高い値であった。したがって、これらの各層では

稲作が行われていたものと判断される。

H層 も水田耕作土とされていたところであるが、プラント・ オパール密度は1,400個/g未

満と低く、また配 5地点ではまったく検出されなかった。したがって、同層で稲作が行われた

可能性は考えられるものの、上層もしくは他所からの混入である危険性も否定できない。仮に

同層で稲作が行われていたとすると、その期間は比較的短期間であり、そのひろが りは比較的

限定されたものであったものと考えられる。

3a層 , 3b層, 5b層, 6b層, 8c層の各層は、土層の堆積状況などから、水田耕作土

の可能性があると見られていた。分析の結果、これらのすべての層位でイネのプラント・ オパー

ルが検出された。このうち、 3a層 , 3b層ではプラント・ オパール密度が3,000個/g以上

と比較的高い値であることから、稲作が行われた可能性は高いと判断される。一方、 5b層 ,

6b層 , 8c層の各層では、密度が1,000個/g前後と低いことから、稲作が行われた可能性

は考えられるものの、上層もしくは他所からの混入である危険性も否定できない。仮にこれら

の層で稲作が行われていたとすると、その期間は比較的短期間であったものと考えられる。

(2)水田跡の探査

上記以外でイネのプラント・ オパールが検出されたのは、配 7地点の 7層、血 7地点の 8a



層、配 3地点の 9b層、配 3・ 配 5お よび配 7地点の10c層、配 3地点の10e層である。

これら各層については、密度が800～2,700個/gとやや低いことから、稲作が行われた可能

性は考えられるものの、上層などからの混入である危険性も否定できない。

●)稲籾生産量の推定

水田耕作土とされていた各層について、そこで生産された稲籾の総量を算出した (第 4表 )。

その結果、 3b, 4a, 4b, 4c層 では面積10aぁた り6.Ot前後、その他の層では1.Ot前

後と推定された。当時の稲籾の年間生産量を面積10aぁた り100kgと すると、稲作が営なまれ

た期間は、前者ではそれぞれ60年間程度、後者ではそれぞれ数年から10数年間と比較的短期間

であったものと推定される。

なお、以上の値は、収穫が穂刈 りで行なわれ、稲わらがすべて水田内に還元されたことを前

提として求められている。ここで推定した稲籾の生産総量ならびに稲作期間は、あくまでも日

安として考えられたい。
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第 2表 プラン ト・ オパール分析結果

ウシクサ族
個/g

宮沢遺跡第49次

キビ族
個/g

仙台市、宮沢49次遺跡

血 3地点

試料名
深 さ  層 厚

仮比重
イ ネ
個/g

鰻
t/10a

ヨシ属  タケ亜科
個/g  個/g

5a
7

8b
9a
9b
10a
10b
10c
10e
ll

No 5地点

試料名

0,79
0 51

0 58
0,72
0 58
0.23
0.41

0 63
0,71

0 53

仮比重

800
0

0

4,300
2,900
0

10,400
2,700
700
1,400

イ ネ
個/g

0 62
0 00
0.00
1.55

1 48
0 00
2 66
1 15

0 16
0,29

噸
t/10a

深 さ  層 厚

1,600       6,700
3,400       2,500
1,700      13,100
1,700      13,000
0      15,700
0            0

1,900       ヽ6,600

900      13,900
1,500       6,200
3,600       5,100

ヨシ属  タケ亜科
個/g  個/g

ウンクサ族  キビ族
個/g   個/g

3a
3b
4a
4c
5a
6a
6b
7

8b
8c
9a
10a
10b
10c
10d
10e
ll

12a

No 7地点

試料名

0.97
0.89
1 00
0,94
0 83
0,73
0.71

0 59
0 68
0 73
0.67
0.53
0 55
0 64
0 61

0.65
0 48
0.64

仮比重

3,500
5,500
8,400
6,700
700
0

1,600
0

0

700
800
0

4,100
800
3,300
0

0

0

イ ネ
個/g

1.70
1.01

8.55
3.83
0.26
0,00
1 25
0 00
0.00
0.41

0,93
0 00
0 68
0.21

1.44

0.00
0 00

鰻
t/10a

0

0

0

0

700
0

0

0

0

0

0

0

0

0

800
0

0

0

ウツクサ族

個/g

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

キビ族

個/g
深 さ  層 厚

5,300       5,300
3,900       3,900
800       6,700
2,900      19,400
6,300       3,700
5,400       4,500
1,600      10,800
800      12,300
4,200       9,300
0      18,200
0      19,500
800       7,400
6,600       9,100
800      12,300
0       9,200
700      12,600
2,200      11,800
600       8,300

ヨン属  タケ亜科
個/g  個/g

５

２

‐０

６

５

４

■

５

‐１

８

‐８

‐０

３

４

７

５

７

一

‐１

‐６

‐８

２８

３４

３９

４３

５４

５９

７０

７８

９６

０６

０９

‐３

２０

２５

３２

５００

７００

６００

３００

９００

９００

９００

９００

０

０

８００

８００

９００

９００

０

０

２２

２８

４０

４８

５８

６９

７４

８７

００

０６

２０

２５

３４

４５

５２

５９

ｃ

ｂ

ｃ

ａ

ｂ

ｂ

　

ａ

ｂ

ａ

ｃ

ｄ

一

一

ａ

ｂ

３

４

４

５

５

６

７

８

９

１０

１０

１０

‐１

‐１

‐２

‐２

6      0 96
12      1 02
8      1 00
10      0.99
11      0.87
5      0,91
13      0 86
13      0,78
6      0,78
14      0 58
5      0 48
9      0 63
11      0 60
7      0 47
7      0.48
-      0 72

深
clllさ

  層
clll厚
  仮比重

3 83       900
5 81     1,800
8.73     1,900
3 30     1,600
0 79       900
0 41     7.300
0.94     3,700
1.87       900
0 00       900
0 00     2,700
0.15         0
2.13         0
0 57         0
0.29     2,800
0 00         0
-      0

的   ヨン属
t/10a   個/g

0          0

0          0

900       900
0         0
0          0

0         0
0          0

0         0
0          0

0          0

0         0
0          0

0         0
0          0

0          0

0         0

15,000
22,700
17,400
18,400
4,600
12.900
16,700
23,800
20,100
16,700
11,500
20,000
35,100
24,600
19,700
29,400

No 7地点

試料名
イ ネ
個/g

タケ亜科  ウツクサ族  キビ族
個/g   個/g   個/g

0.59 4,700 2.78 20,700



第 3表 富沢遺跡 (第49次調査)におけるイネのプラント●オパールの検出J犬況と稲作の可能性

〈記号説明〉

○…3,000個 /g以上

△…8,000個 /g未満

×工検出されない

(稲作の可能性が高い)

(稲作の可能性がある)

� 3地点 配 5地点 � 7地点
備   考
儲古学的所見)

3a

3b

3c

4a

4b

4c

5a

5b

6a

6b

7

8a

Sb

3c

9a

9b

10a

10b

10c

10d

10e

ll

12a

12b

○

△

○

△

△

△

O

O

○

△

×

△

×

又

△―

△

X

O

△

〇

×

X

×

O

○

○

△

△

△

△

△

〇

△

×

△

水日耕作土 ?

水田Sf/F土 ?

水田耕作土

水日耕作土

水口耕作土

水日耕作土

水田耕作土

本田耕作土 ?

本田耕作土 ?

水田耕作土 ?

水田耕作土

水田耕作土

本田耕作土

本田耕作土



第 4表 各水田耕作土層における稲籾生産総量の推定値

富沢遺跡第49次

(単位 :t/10a)

層位 配 3地点 配 5地点 配 7地点 均平

3a

3b

3c

4a

4b

4c

5a

5b

6b

8c

9a

10b

10d

ll

15

2,7

0.3

1.7

1,0

8.6

3.8

0.3

1.3

0.4

0,9

07

14

38

5.8

8,7

3.3

0.8

0.4

1,7

1.0

3.8

8.6

58

6.3

1.4

0.8

0,9

04

0,7

1,7

1.8

06

・　
阿
　
・

．
　

２
．
‐

　

０
．
９

Nt1 3地 点

0

万個 /g
皿 7地点

万個 /g

:  I:

(注)く Epは50Cmの スケール,● 印は分析試料の採取箇所

第 6図 イネのプラント・オパール検出状況
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鋒

No 分 類 群 地  点 試料名 倍 率

イネ

イネ

ヨシ属

タケ亜科

タケ亜科

不明

No 5

No 3

No 5

Nα 3

Nα 3

Nα 5

4a

9a

ll

ll

9a

4a

400

400

400

400

400

400

プラント・オパールの顕微鏡写真
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I.調査経緯

平成元年 9月 、仙台市建設局道路部より、主要県道泉・塩竃線の拡幅工事に伴 う発掘通知が

東光寺遺跡第 3次

第 1図 遺跡位置図

I。 遺跡の位置と環境

東光寺遺跡は、仙台駅の北東約 7輸の仙台市官城野区岩

切字入山 。台屋敷に位置する遺跡である。

遺跡の南面を流れる七北田川は、奥羽山系から東に延び

る富谷・七北田丘陵を東流しながら開析し、遺跡付近で松島

丘陵から延びる標高100m以下の低い丘陵に最も近付いた

後、次第に南流して仙台湾に注いでいる。

七北田川は、上流から下流までほとんど同一幅の谷底平

野を有し、段丘面の間を蛇行を繰 り返して流下し、自然堤

防を発達させている。

流域の地層は、凝灰岩 。れき岩・ 砂岩・ ツル ト岩よりな

る中新統七北田層・ 白沢層・ 鮮新統亀岡層からなり、いず

れの層も凝灰岩・ ンル ト岩が主体である。

遺跡付近は、上流側の自然堤防帯と、下流の

潟湖性低地・浜堤との境界部分に当たってお

り、軟質な凝灰質砂岩からなる地質構造は、石

窟や横穴を造りやすい。

周辺の遺跡は、七北田川両岸の丘陵面と自然

堤防上に集中している。弥生時代以前の遺構は

現在のところ確認されておらず、古墳時代以降

の遺跡が数多く分布している。

東光寺遺跡 岩切字入山 丘陵斜面 城跡・寺院・石窟仏
横穴墓・板碑・集落

卜世 。近世

史跡岩切城跡
利府町神谷沢

丘  陵 城  館 胸世

者官前遺跡 岩切字者官前 丘陵斜面
霜

地含

頻

包

漁倉

岩切字台屋敷 丘  陵 横穴墓

果落跡 小生・古墳・古代・中性

多賀城市新日山王

第 2図 調査区位置図

提出され、遺跡の分布範囲の隣接地点であ

ったため、協議の結果、遺構確認を目的と

した事前調査を実施した。調査箇所は、交

通量の厖大な県道に面してお り、かつ、営

業中の商店の営業補償、 2mに及ぶ盛 り上

の処理等の問題もあって、発掘調査は 2×



Hmの トレンチを設定した。11月 22日 、重機を用いて盛り上を排除し、引き続き、炭化物や岩

盤片・砂などを含む黒褐色シルト層 (I・ I・ Ⅲ層)を除去した。Ⅲ層からは中世陶器、近世

以降とみられる陶磁器片が出上している。オリーブ褐色シルトのⅣ層上面で検出した遺構は、

井戸跡 1基、溝跡 2条、土坑 1基とピットである。出土遺物には、SE-01井戸跡の堆積土か

ら丼戸の枠材の一部、中世陶器・皇宋通費がある。H月 30日 に全ての調査を終了した。

Ⅲ.発見遺構・ 出土遺物

1.SE-01井 戸跡

調査区西側Ⅳ層上面で検出した素掘りの井戸で、検出面での上端直径は120～ 125clllほどで円

形を呈する。検出面でプランに接して 2箇所にピットが認められ、井戸枠材を施設した痕跡と

みられる。壁はほば垂直に立ち上がり、深さ240clllで直径80clllを計る。底面までの深さは約 3

mほ どとみられるが、壁崩壊の危険性が高く、推積上を完掘できなかった。堆積土は 6層に分

層でき、最上層にはⅢ層上、中間層には灰褐色系の砂質シルト、最下層には暗灰黄色粘土質シ

ルトが堆積している。SD-03溝跡、SK-04土坑を切っている。

出土遺物には、中世陶器、磁器、井戸粋材、古銭などがある。中世陶器 (第 5図 1・ 写真 2

-1)は、 2層から出土した壷の口縁部である。鉢 (第 5図 2・ 写真 2-2)は 、 5層から出

土した片口の注目部分である。他に甕の破片が 2～ 6層にかけて数点出土している。いずれも

在地産の製品であろう。磁器は、 1層から2点 (写真 2-508)出 土している。 1点は青磁

である。井戸枠材 (第 5図 9・ 写真 2-7)は、5層から出上した柾目材で、幅 5 clll、 厚さ2.5clll、

残存長21.3clllを 計り、上部の一角に 3× 2 clllほ どのホブが切ってある。古銭は、 3層から出土

した皇宋通費 (第 5図 8)1点である。これらの他に、土師器、瓦、鉄製品 (釘・第 5図 6)、

種子、骨片、貝殻などを出土している。

2.SD-02溝 跡

調査区北東端Ⅳ層上面で長さ2.2m分を検出した。上端幅30～ 70ctll、 下端幅10～ 30clll、 深さ

4～ 25clllほ どで、断面形は緩やかな舟底形を呈する。遺物は出上していない。

3.SD-03溝 跡

調査区中央Ⅳ層上面で長さ2.5m分を検出した。上端幅15～ 55clll、 下端幅 5～ 45clll、 深さ 4

～25clllほ どで、断面形は穏やかな舟底形を呈する。遺物は出上していない。
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第 3図 調査区平面図・ 断面図

4.SK-04土 坑

調査区西端Ⅳ層上面で検出した。平面形は不整形で、軸長1.4× 1.2m以上、深さ12～ 35clllを

計る。遺物は出土していない。

これらの遺構以外では、I層からは土師器、近代の陶磁器を、Ⅲ層からは土師器、中世陶器

(第 5図 3・ 4)、 古銭、鉄製品 (第 5図 5・ 7)な どを出土している。

なお、井戸跡壁面の観察から、東光寺遺跡第 2次調査で確認された灰白色火山灰の堆積層は、

基本層位で確認されなかった。

Ⅳ。まとめ

今回の遺構確認調査の結果、現地表下 2mで中世に属する遺構群を検出し、東光寺遺跡第 2

次調査で検出した遺構群が遺跡分布推定範囲の東側にも広がることが判明した。今後の調査に

0     1n

第 4図  SE-01
井戸跡断面図



よって、中世における岩切地区の解粥が期待される。

思
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C3 0
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◎

守

1 中世陶器 壷   SE-012層

2 中世陶器 鉢   sE-015層

3 中世陶器 甕   m層

4 中世陶器     Ⅲ層

5 鉄製品 釘    m層

6 鉄製品 釘    sE-013層

7 金属製品     Ⅲ層

8 古 銭 皇宋通貨 sE-013層

9 木製品 井戸枠材  SE― 015層

0                    5Cm

第 5図 出土遺物



東光寺遺跡第 3次

1.遺跡全景
(東方上空より、

多賀城市教育委員会提供 )

2 調査区全景 (西より)

調査区セクション

(南より)

写真 1 遺構写真



緯
一

1.中世陶器

2.中世陶器

3.中世陶器

4 中世陶器

写真 2 出土遺物

5。 磁器  (S=-011層 )

6.古銭 皇宋通女
7.木製品 井戸枠材
8 青磁  (SE-011層 )

壷

鉢

甕

皿
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青葉山A遺跡

I.調査に至る経緯

今回、発掘調査された個所は、仙台市の西部の青葉山地区で、標高200mと やや高い土地で、

自然がよく残された丘陵であり、市民の散策の地である。東北地方建設局は、標高200mと い

う地形を利用して無線中継の基地を考え、仙台市教育委員会と協議を重ねた。この青葉山地区

については、近年、東北大学が中心となり埋蔵文化財の踏査を実施しており、遺跡の広が りが

確認されてきている。そこで、工事に係わって地下の遺構が損なわれる面積が極力少なくなる

よう話し合いをもち、鉄塔脚部のみの調査とすることを確認し、平成元年 1月 末、調査を開始

した。

I.遺跡の位置と環境

青葉山A遺跡は JR仙台駅の西方約5.2血に位置してお り、標高は196～ 204mで ある。仙台

付近の河岸段丘は高位 。中位・ 低位の 3群に大別されてお り、遺跡の立地する青葉山段丘は高

位段丘に属している。しかし、青葉山段丘には多数の大小の河谷が発達しているため段丘面の

保存状態は良好ではない。そのため丘陵地との区別はやや不明瞭となっている。青葉山一帯は

第 1図 遺跡周辺の地形と調査地点位置図



0                           5Cm

第2図 表面採取資料実測図 (原図 :東北大理文)

4段の段丘面に区分され、遺跡はその最高段に位置する [北村 。中川 1987]。

昭和43年、本遺跡より採取された 3点の石器が東北大学考古学研究室に届けられた。石器は、

その特徴から後期旧石器時代に属するものであることが確認された。この採取資料は『埋もれ

た仙台の歴史―仙台の主要遺跡案内一』、『官城縣史34 資料篇H』、『東北大学埋蔵文化財調査

年報 2』 に紹介されてお り、現在、東北大学埋蔵文化財調査委員会に保管されている。その後、

同考古学研究室は青葉山一帯の踏査を行ない、数地点から旧石器時代の石器を採取している。

また、昭和59年の東北大学埋蔵文化財調査室による発掘調査では、青葉山遺跡 B地点から前期

および後期旧石器時代の石器が、E地点・ F地点から後期旧石器時代の石器が出土し、さらに

E地点では旧石器時代に属する陥穴状土坑が 4基検出された [東北大理文 1987]。 以上のよ

うに青葉山一帯には旧石器時代の遺跡が数多く存在することが明らかとなっている。

青葉山遺跡以外の仙台市内における旧石器時代の主な遺跡としては、山田上ノ台遺跡、北前

遺跡、住吉遺跡 (長咄遺跡を改称)、 富沢遺跡などが知られている。山田上ノ台、北前、住吉

遺跡では前期および後期旧石器時代に属する石器が出土しており [仙台市教委 1981・ 1982・
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1985,泉市教委 1984]、 富沢遺跡からは後期旧石器時代の石器や炭化物片集中箇所のほか、

当時の自然環境を具体的に表わす樹木・植物遺体、昆虫などが多数発見されている [仙台市教

委 1988。 1989a・ 1989b,太田・斎野 1988,斎野 1988]。

Ⅲ.調査区の設定と調査の方法

調査区は通信鉄塔の基礎となる部分に、基礎方向に合わせて5m四方で 4か所設定し、北西

区を I区、北東区をI区、南西区をⅢ区、南東区をⅣ区とした。塔中央に設置される局舎部分

については、協議の結果、基礎が表土内に収まる構造に設計変更されたため今回の調査対象か

ら除外した。

実測図を作成するための基準として、 I区の北西隅に任意の座標原点 (X=0,Y=0)を

設定した。座標軸は塔基礎方向とはぼ一致させ、座標数値は南北ラインをX軸、東西ラインを

Y軸とし、X、 Y数値とも東及び南方向に行くにしたがい数値が増すように設定した。また各

4つの調査区の四隅に座標数値上、切 りの良い座標杭を設置し、測量杭としている。

さらに、上記の座標系は任意のものであり、調査地点の位置を正確に求めるために、三角測

量により、X地点 (X=0,Y=0)、 Y地点 (X=0,Y=18)の 2地点に平面直角座標系

第X系による座標数値を与えた。その数値は以下のとおりである。

第 3図 調査区設定図

■
銑



X地点 X=-194,811.517 Y=-5,963.218

Y地′点 X=-194,803.693 Y=-5,947.007

調査区における任意の座標軸は、第X系座標軸に対して西に25° 46′ 偏している。

水準測量の基準については上記三角点を基に移設した水準測量杭をX=0,Y=9地 点に設

置し、使用した。基準値は201.155mである。

調査による掘削はテフラから段丘礫層上面までを対象とするため、最終的には現地表面下 3

m以上の深度となることが予想された。このことより調査区は地表面において 5m四方とし、

掘 り下げが1.5m前後まで及んだ後、これを中央の 3m四方に縮小する段掘 りの形で行なうこ

ととした。調査区設定後、試掘によってテフラ上面までの深度を確認した後、重機により盛土、

表土を除去し、 I、 工区を先行させるかたちで手掘 りによる掘 り込み作業に入った。掘 り込み

作業は調査区隅で lm四方の先行深掘 りを行ない、各層理面を確認しながら調査区全体を原則

として 1層 ごとに掘 り下げる方法をとった。段丘礫層上面までの深度は各区で異なるが、段丘

課層であることを確認するため、これを十分に掘 り込んでいる。

調査の記録として掘 り込み終了後に各区とも南壁、東壁の上下 2段の写真撮影及び断面図作

成を行ない、それぞれの調査区の平面図を作成した。調査終了段階には調査地区全体の全景写

真撮影を行なった後、検出されたテフラの同定のためのサンプル採取を行なった。

lV.調査結果

今回の調査区の位置する地点は20年程前に造成がなされた箇所であり、調査地区の南方約15

mにはその際につくられた最大高約1,7mの カッティングがある。そのカッティングと現地形

の観察によって、付近は造成以前は北側の深い谷によって断ち切られた南から北に延びる幅45

m程の狭い尾根になっており、調査地区はその突端部分であったものと推定された。調査の結

果、工区・ Ⅳ区が尾根頂部付近にあた り、 I区・ Ⅲ区が西側斜面への移行部にあたることが確

認された。

層位については、調査区によって欠落する層があるものの、対比がほば可能であったため全

調査区を通 じての層位番号を付した。しかし、段丘構成層である第XI層は調査区間での対比

を行なうことが困難であったため、各区ごとに枝番号を付した。層位は、基本的には第 I・ I

層の表土、第Ⅲ層から第X層のテフラおよびその再堆積層、第XI層以下の段丘構成層の 3つ

に大別される。各区で確認された段丘礫層上面の標高はいずれも198.5mである。

以下、調査区ごとの調査結果を述べることとする。

I tt I区 は西側斜面への移行部であったことによって、造成の際の削平はまったく受けてお
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―-201m

第 二層

第Ⅱ層

第nI層

第V層

第V層

第Ma層

現表土

旧表■

10YR%黄掘色ローム

10YR%黄鶴色ローム

5YR%明赤褐色ローム
川崎スヨリア層の同結部を合む

25Y%オ リーブ掲色ローム

A層 7.5YR% 明褐色ローム

0             1m

=-200m

―-201m

-199m

0                  1m

第Ⅸ dtt 10YR%黄 褐色粘土
愛島軽石の再推積層

第■ b層  10YR%黄 編色ローム

第Ⅶ att 10YR%黄 偶色砂質ンル ト

第Ⅶ b層  10YR%黄 福色ローム

第Ⅶ c層  10YR%明 黄褐色ローム

第Ⅶ dtt 10YR%明 黄褐色砂質シル ト

第Ⅶ ett 10YR%明 黄偶色ローム

第Wm用  7 5YR%燈 色ンル ト
御岳第 1極石

第Ⅸ att IOYR%黄禍色ローム
要島経石の再堆積層

第Ⅸe層  10YR%明黄福色シルト質粘■
愛島軽石の再堆積層

第�-3層  10YR%i究 黄確色粘上

第�-6層 7 5YR%橙色粘土

雪糠 :

第 4図  I区東壁断面図

第 5図  I区南壁断面図

第Ⅸ b層  5YR%明 赤褐色粘土

第XI-1層 10YR%に よい黄橙色シル ト質粘■

第�-4層 25Y%浅 黄色砂質シル ト

第XI-7層 10YR%明黄褐色砂質シルト

第Ⅸ ctt 10YR%貢掲色ローム
憂島軽石の再堆積層

第�-2層 10YR%明黄鶴色枯土質シルト

第�-5層 10Y院 浅黄橙色猫上

第XⅢ 層 段丘礫層

Ⅶ-7               �_5



C層 7 5YR%

D層  10YR%
E層  ユOYR%
F層 7 5YR%

C tt 10YR%

第題―I層 iOYR%
第HI-2層 10YR党

第�-3層  25γ 廃

明褐色粘■質ンル ト

黄褐色砂質シル ト

黄褐色砂質シル ト

明福色粘上質シル ト

明黄褐色粘■質シル ト

費褐色ローム

明黄褐色粘上質シル ト

黄福色ローム

第�-4層  IOYR%明黄据色砂質ンルト
第�-5層 2 5YR%明黄禍色粘■質シルト

第狐-6層  10Yけて明黄褐色粘土質シルト

第m-7層  25Y%淡黄色粘■
第II-3層  10YR%明黄褐色粘土質ンルト
第�一つ層 25Y膠笞浜黄色粘上

第llI=IOtt 10YR%黄褐色粘土質ンルト

第 6図  工区東壁断面図

0            1m

※アラピア数字は第XI層 の細分層位

―-201m

-199m

0             1m

※アラピア数字は第XR層 の細分層位

第 7図

第麺―Htt 10YR% 明黄褐色砂質ンルト

第�-13層 25Y%明 黄編色粘土質ンルト

Ⅱ区南壁断面図

第�-12月  10YR% にヽい黄袷色粘上質シルト

第�-14踊 25Y%,尭 黄色ンルト質粘土



Btt iOYR%明 黄褐色ローム

第X ctt IOYRχ 責橙色軽石、養島軽石

第Xご 層 7 5Yttζ 明偶色ローム

第� att 10YR%黄 編色粘土質ンルト
第�b層 10YR%黄福色粘土質ンルト

第�―ユ層 iOYR%に よい黄橙色粘土質ンルト

第狂-2層  25Y%明 黄偶色砂質ンルト
第XI-3層 10YR%明黄褐色粘■質シルト

第m-4層  10Y"哲 明黄偶色砂質シルト

第XI-5層 10YR%によい黄橙色粘土質シルト

第Xl-6層 25Y%浅黄色粘土質シルト
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~200m

XI-3

-199m

0            1m

-202m

-201m

�-2

XI-3

―-199m

0             1m

一

一

一

�-5

第 8図  Ⅲ区東壁断面図

第 9図  Ⅲ区南壁断面図



第X a tt  10YRχ

第Xb tt  10YR%

第 Xc-1層 7 5YR%

第 Xc-2層 7 5YR%

第 Xc-3層 7 5YR%

第 Xc-4層 7 5YR%

第Xc-5層 7 5YR%

第Xc-6層 10YR%
第Xc-7層 7 5YR%

第Xc-8層 25Y%

黄編色粘土質ンル ト

黄褐色砂質シル ト

明褐色ローム

明褐色ローム

明褐色ローム

明褐色ローム

明禍色砂質ンル ト

黄編色砂質シル ト

明褐色砂質シル ト

明褐色粘土質ンル ト

―-202m

0                  1m

―-199m

0            1m

第Xc-9層

第 Xd層

第XI-1層

第lII-2層

第�-3居

第� -4悟

第XI-5馬

10YR%明黄棚色シルト質粘土
IOY磁 明儡色砂質シルト
25Y%浅黄色粘上
10YR%明黄縄色シルト質粘土
25Y/,売黄色砂質シルト
10γR/によい貫橙色シルト質枯上
10YR/によい黄悟色粘上質シルト

,つ 辮 貨

Ⅲ5_   ^   ■■_  �5

第10図 Ⅳ区東壁断面図

第11図 Ⅳ区南壁断面図
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らず地表下約0.7mで川崎スコリア層 (第 V層 )、 約 2mで御岳第 1軽石層 〈Pm― I〉 (第Ⅷ

層)が確認された。 Pm一 Iの上下には愛島軽石層の再堆積層がある (第Ⅶ層～第X層 )。 そ

れよりも下位は段丘構成層となり、地表下約2.8mで段丘礫層に到達する。

Itt I区 は尾根頂部付近にあたっていたことから造成の際に大きく削平されてお り、部分的

にではあるが、第■層直下で愛島軽石層 (第Xe層)が確認された。愛島軽石層の下位は段丘

構成層であり、地表下約 3mで段丘礫層に到達する。Ⅱ区では段丘礫層から愛島軽石層の下面

までの堆積物に東西方向のズンが数条認められた。このズンはかつて北側に入る深い谷にむか

って調査区北側で土壌旬行が起こったことによる結果である。パンが生じた時期は、このズレ

が愛島軽石層の下面で止まっていることから愛島軽石の降下以前である。

Ⅲ区 Ⅲ区は I区と同様に西側斜面への移行部であるが、わずかに造成による削平を受けてい

る。地表下約1.2mで Pm― I、 約1.5mで愛島軽石層が確認された。この愛島軽石層は原形を

保っており、ほとんど降下後の移動はしていないものと考えられる。したがってここで確認さ

れたPm-1と 愛島軽石層の上下関係は、その新旧関係を示すものである。愛島軽石層の下面

は南西から北東へ向かって傾斜しており、愛島軽石の降下以前はⅢ区の北東部に南東から北西

の方向で小さな谷が入っていたことが推定される。愛島軽石層の下位は段丘構成層であり、地

表下約34mで段丘鞠層に到達する。

Ⅳ区 Ⅳ区は尾根頂部付近にあたっていたため造成によって大きく削平されている。地表下約

06mで愛島軽石層が確認されたが、原形を良く保ち、層厚は約80clllほ どもある。今回の調査

区の中ではもっとも良好に堆積している箇所である。愛島軽石層よりも下位は段丘構成層とな

り、地表下約3.5mで段丘礫層に到達する。

なお、いずれの調査区からも遺構 。遺物は検出されなかった。

V。 まとめ

今回の調査の結果、遺構・遺物は確認されなかったが、川崎スコリア層、御岳第 1軽石層、

愛島軽石層などの鍵層を明確な上下関係のもとに確認することができた。青葉山地区において

このような鍵層の存在が明らかになったことは、今後、周辺で発掘調査を行なう場合、年代決

定や層序の検討のために有効な指標が得られたといえよう。これらを介在して遺構・遺物が確

認されることになれば、これまで知られている資料との比較検討を行なうために大きな効力を

発揮することとなるう。



本報告にあた り、豊島正幸氏には地形の形成・ テフラについて多くの御教示を受け、本報告

の原稿にも日を通していただいたほか、さらに玉稿をも賜わった。また、東Jヒ大学埋蔵文化財
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Ⅵ.青葉山A遺跡における御岳第 1軽石発見の意義

豊島 正幸 (東北農業試験場 )

御岳第 1軽石 (On― PmI)は御岳から約 8万年前に噴出し、主に中部から南関東をおおう

示標テフラである (Kobayashi et al。 ,1968,町田・鈴木,1971,町田ほか,1985)。 これは下

末吉期以降の海面変化史の研究に大きな役割を果たしてきた。近年、同層は官城県】ヒ部や岩手

県中部にも見出されてお り (八木・ 早田,1989,Watanabe,1989)、 その分布の広域性が確認

されている。

青葉山A遺跡において愛島軽石より上位の層準に挟在する細粒火山灰は、それに含まれる火

山ガラスの屈折率や主成分化学組成を分析 した結果、八木 。早田 (1989)が御岳第 1軽石

(On― PmI)に対比したガラス質火山灰の特徴に類似することがわかった (豊島ほか,1991)。

すなわち、同火山灰は御岳第 1軽石に同定できる可能性が高い。このことは、これまで年代測

定値が 5万～ 9万年前とばらつきを示していた愛島軽石の年代が少なくとも 8万年前より古い

ことを示す。

一方、青葉山B遺跡 (東北大学理学部)において、愛島軽石より下位の層準に古赤色上が観

察される (東北大学埋蔵文化財調査委員会,1987)。 豊島ほか (投稿中)は これを古赤色± 2

と呼び、それより古期の古赤色土 (若生,1964)と 区別した。古赤色上の形成時期に関する従

来の研究 (松井・ 加藤,1962;湊,1972;成瀬,1974)と 上記の層位関係に基づけば、この古

赤色± 2は下末吉期 (13万～12万年前)あるいは小原台期 (10万～ 8万年前)に形成された可

能性が高い。両時期のいずれであっても愛島軽石の年代は下末吉期より新しいことが結論でき

る。

上記のことを総合すると、愛島軽石の年代は、 8万年前より古く13万～12万年前より新しい

といえる。

このことは仙台市街地における台ノ原段丘の編年上の位置に修正を加えることになる。すな

わち、愛島軽石が整合に重なる台ノ原段丘は下末吉期に編年されてきたが (中川,1961,竹内 ,

1986)、 その離水時期は下末吉期より新 しいことになる。また、名取川に沿 う山田上ノ台、北

前および上ノ原山 (茂庭浄水場付近)の各遺跡が立地する段丘には愛島軽石が見出されないこ

とから、これらの遺跡の年代も下末吉期より古 くさかのばらないことが明らかになった。
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写真 1

青葉山A遺跡遠景 (東上空より)
撮影 :太田 昭夫

中央部のビニールハウスが

今回の調査地点

写真 2

調査区全景 (東より)

右 奥 :I区
右手前 :Ⅱ 区
左 奥 :Ⅲ 区
左手前 :Ⅳ 区

左 :写真 3
1区東壁断面

右 :写真 4
Ⅱ区東壁断面

簸 笠



写真 5 Ⅲ区東壁断面

表面採取資料
(東北大学埋蔵文化財調査委員会 所蔵)
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